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装
飾
付
須
恵
器
　
牛
窓
町
鹿
忍
槌
ケ
谷
出
土 

巻
の
二 

　
東
京
国
立
博
物
館
に
は
、
か
つ

て
岡
山
県
内
か
ら
出
土
し
た
考
古

資
料
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
牛
窓
町
鹿
忍
槌
ケ

谷
か
ら
出
土
し
た
装
飾
付
須
恵
器

や
長
船
町
服
部
に
所
在
す
る
花
光

寺
山
古
墳
の
石
棺
か
ら
出
土
し
た

銅
鏡
や
太
刀
な
ど
３
件
87
点
が
岡

山
に
里
帰
り
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
瀬
戸
内
市
の
古
代
の
繁
栄
を

物
語
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
こ
の

機
会
を
逃
し
て
は
見
ら
れ
な
い
も

の
ば
か
り
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
郷
土

の
逸
品
を
自
分
の
眼
で
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。 

　
今
回
里
帰
り
し
た
装
飾
付
須
恵

器
と
花
光
寺
山
古
墳
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。 

   

　
明
治
45
年
以
前
に
鹿
忍
槌
ケ
谷

で
他
の
須
恵
器
と
と
も
に
出
土
し

た
脚
台
付
装
飾
壺
で
す
。
形
は
、

長
方
形
の
ス
カ
シ
孔
が
４
段
、
４

列
開
け
ら
れ
た
脚
が
付
い
た
壺
の

肩
に
つ
ば
状
の
縁
が
付
け
ら
れ
、

そ
の
上
に
小
像
と
小
壺
が
交
互
に

配
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
場
面
は

三
つ
あ
り
、
一
つ
目
が
相
撲
を
す

る
２
体
の
小
像
と
そ
れ
を
見
る
行

司
と
い
わ
れ
て
い
る
人
物
が
い
る

場
面
。
二
つ
目
が
女
性
と
２
対
の

像
・
猪
・
犬
が
配
さ
れ
た
、狩
猟
の

１
場
面
と
推
測
さ
れ
る
場
面
。

三
つ
目
が
２
体
の
馬
が
向
か
い
合

い
、
手
綱
を
ひ
い
た
人
物
が
乗
っ

て
い
る
場
面
を
表
現
し
た
と
推
測

さ
れ
、
古
代
の
ま
つ
り
の
場
面
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
注
目
さ
れ
る

資
料
で
す
。 

   

　
長
船
町
服
部
に
所
在
す
る
花
光

寺
の
裏
山
の
頂
部
に
位
置
す
る
墳

長
86
　
の
前
方
後
円
墳
で
、
瀬

戸
内
市
最
大
級
の
規
模
を
持
っ
て

い
ま
す
。
前
方
部
は
後
円
部
と
比

べ
高
さ
が
低
く
、
幅
が
狭
い
な

ど
、
前
期
古
墳
の
特
徴
を
よ
く
示

し
て
い
ま
す
。 

　
墳
丘
の
表
面
に
は
葺
石
と
埴
輪

片
が
み
ら
れ
ま
す
。
葺
石
は
川
原

石
を
使
っ
た
も
の
で
、
後
円
部
の

裾
に
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
古
墳
が
乱
掘
さ
れ
、
再
調
査
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
後
円
部
の

頂
部
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
凝
灰
岩

製
の
組
み
合
わ
せ
長
持
形
石
棺
の

側
室
か
ら
今
回
展
示
さ
れ
て
い
る

銅
鏡
２
、
鉄
刀
４
、
鉄
剣
５
、
銅

鏃
17
、
鉄
鏃
56
、
刀
子
１
、
鉄
斧

１
、
釶
５
な
ど
豊
富
な
副
葬
品
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。 

 

　
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
人
は

次
の
町
史
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

・
牛
窓
町
史
『
資
料
編
Ⅱ
』 

・
長
船
町
史
『
史
料
編（
上
）』 

 

展
示
期
間
　
１
月
５
日（
水
）〜 

　
　
　
　
３
月
21
日（
月
）〈
予
定
〉 

場
　
所
　
岡
山
県
立
博
物
館 

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日

　
　
　
　
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

入
館
料
　
大
人
２
０
０
円（
65
歳
以

　
　
　
　
上･

中
学
生
以
下
は
無
料
） 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
立
博
物
館 

　
1
０
８
６
―
２
７
２
―
１
１
４
９ 

　
皆
さ
ん
は
、
戸
外
で
大
な
り
小

な
り
物
を
燃
や
し
た
経
験
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
物
を
燃
や
せ
ば
、
避
け
ら
れ
な

い
の
が
「
煙
」
と
「
に
お
い
」
。

昨
今
の
ご
み
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
化
学
製
品
が
多
く
、
燃
や
せ

ば
独
特
の
に
お
い
や
多
量
の
黒
煙

が
出
ま
す
。 

　
健
康
意
識
が
高
ま
る
に
つ
れ
、

こ
れ
ら
の
煙
や
に
お
い
が
原
因
の

健
康
被
害
を
心
配
す
る
人
が
大
変

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
他
方
で

は
、「
洗
濯
物
が
汚
れ
た
り
、
に
お

い
が
付
い
た
り
し
て
困
る
」
「
火

の
粉
が
飛
ん
で
き
て
火
事
に
な
り

そ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
燃
や
す

人
に
は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
迷

惑
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
す
。 

　
一
口
に
野
焼
き
と
い
っ
て
も
例

外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
場
合

で
も
、
周
囲
の
環
境
（
近
く
に
住

居
や
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
か
）

や
天
候
（
風
の
有
無
や
空
気
の
乾

燥
）
、
燃
や
す
物
や
量
（
悪
臭
や

黒
煙
、
火
の
大
小
）
、
時
間
（
昼

夜
の
別
、
焼
却
時
間
の
長
短
）
な

ど
、
多
く
の
点
で
十
分
な
注
意
と

配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
冬
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥
し
ま

す
。
安
易
な
焼
却
行
為
は
し
な
い

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

　
不
用
に
な
っ
た
家
電
品
に
は
、

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
で
リ
サ

イ
ク
ル
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
家

電
４
品
目
「
テ
レ
ビ
」･

「
冷
蔵

庫
」･

「
エ
ア
コ
ン
」･

「
洗
濯
機
」

が
あ
り
ま
す
。
「
資
源
有
効
利
用

促
進
法
」
で
「
パ
ソ
コ
ン
」
も
リ

サ
イ
ク
ル
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
廃

棄
す
る
場
合
は
、
粗
大
ご
み
の
日

に
出
さ
ず
、
購
入
し
た
販
売
店
・

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
、

適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
の
品
目
】 

　
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
本
体･

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
・
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
・
Ｃ
Ｒ
Ｔ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ･

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
一
体
型
パ
ソ

コ
ン
・
Ｃ
Ｒ
Ｔ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
一

体
型
パ
ソ
コ
ン 

【
対
象
に
含
ま
れ
る
物
】 

　
マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
・
ス
ピ

ー
カ
ー
・
ケ
ー
ブ
ル
・
テ
ン
キ
ー

な
ど
の
製
品
に
同
梱
さ
れ
て
い
た

装
置
で
、
パ
ソ
コ
ン
と
一
緒
に
排

出
す
る
も
の 

【
対
象
外
の
物
】 

　
プ
リ
ン
タ
・
ス
キ
ャ
ナ
・
ワ
ー

プ
ロ
専
用
機
な
ど 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
市
生
活
環
境
課 

　
1
２
２
―
１
８
９
９ 

　

装
飾
付
須
恵
器 

　

花
光
寺
山
古
墳 

長船町花光寺山古墳出土品 

ふ
き
い
し 

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん 

な
が
も
ち
が
た
せ
っ
か
ん 

は
に 

わ 

ぞ
く 

ふ
く
そ
う
ひ
ん 

と
う 

す 

や
り
が
ん
な 

そ
う
し
ょ
く
つ
き 

す   

え
　
き 

た
に 

つ
ち

が 

け 

こ
う 

じ 

や
ま  

こ 

ふ
ん 

岡山県立博物館　特別陳列 

「里帰り！古代吉備の名品」 

パ
ソ
コ
ン
は
粗
大
ご
み 

に
は
出
せ
ま
せ
ん 

野焼きは禁止されています 

野外焼却（野焼き）はやめよう 野外焼却（野焼き）はやめよう 

メ
ー 

ト
ル 


